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平成１５年度食料品消費モニター第３回定期調査結果の概要について

 

テーマ 食料品の購買行動について 

 

１．買い物には何時頃出かけるか 

  家庭で、日常、食料品を購入する場合、何時頃出かけるかについては（複数回答あ

り）、「午前中」と答える人が最も多く、４０．０％、次いで「午後３時～５時の間」

２６．０％、「午後５時～７時の間」２３．３％、「午後１２時～３時の間」２０．

７％、「特に決まっていない」１８．６％、「午後７時以降」８．３％となっている。 

 年代別にみると、「午前中」に出かけると回答する人が３０歳代では約半数を占め最

も多く、「午後５時～７時の間」とする人は２０歳代に多い。また、「特に決まってい

ない」とする人は、６０歳以上に多いが、この年代で「７時以降」と回答した人は非常

に少なく、この時間帯に出かけるのは、若い年代になるほど多いという結果となってい

る。 

 過去の調査と比べてみると、「午前中」、「午後７時以降」と回答する人は増加傾向

にあるが、「午後３時～５時の間」と回答する人は減少傾向となっている。（図 １） 

 

 
 

２．購入店舗は決めているか 

  日常、食料品を購入する店を決めているかどうかを食料品の種類ごとに聞いたとこ
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ろ、「１店に決めている」を選んだ人が最も多かったのは「精肉」で１９．９％、次いで

「鮮魚」１８．４％、「２店に決めている」を選んだ人が最も多かったのは「鮮魚」で

３５．２％、次いで「精肉」３３．０％、「３店以上に決めている」を選んだ人が最も

多かったのは「野菜」で２４．８％、次いで「果実」２２．１％、「特に決めていな

い」を選んだ人が最も多かったのは、「そう菜」３８．９％、次いで「冷凍食品」３

６．６％となっている。 

 精肉、鮮魚、野菜、果実などの生鮮食料品は店舗を決めて、そう菜、冷凍食品などは

特に店舗を決めずに購入している傾向が見て取れる。（図 ２） 

 

 
 

３．購入店の種類 

  日常、食料品を購入する場合、最もよく利用するのはどのタイプの店か、食料品の種

類ごとに聞いたところ、どの食料品も「食品スーパー」と回答する人が多く、次いで

「総合スーパー」となっており、この２つを合わせた割合は、「冷凍食品」では７割を

超え、他の食料品も６割を超えている。 

 これまでの調査と比べてみると、「一般小売店」（「一般小売店（専門店）」、「一

般小売店（総合店）」）、「小売市場」と回答する人は減少を続けており、その分、

「スーパー」（「総合スーパー」、「食品スーパー」）と回答する人が増え続けてい

る。（図 ３） 

 

 

４．よく利用する店までの交通手段 

  食料品を購入する場合、最もよく利用する店までの交通手段について、食料品の種類

ごとに聞いたところ、どの食料品も「自動車（自家用車）」と回答する人が最も多く、



「精肉」では５２．６％、最も少ない「そう菜」でも４８．５％となっている。次ぎに回

答が多かったのはどの食料品も「自転車又はバイク」で、３番目は「徒歩」であった。

（図 ４） 

 過去の調査と比べてみると、「徒歩」、「自転車又はバイク」で買い物に出かける人

は減少を続けており、「自動車（自家用車）」は増加を続けている。「自動車（自家用

車）」を利用する人については、品目を限定せずに聞いていた昭和５２年度が７．４％

であったのに対し、現在は、最も割合の高かった「精肉」で５２．６％と２６年間で約

７倍となっている。 

 

 
 

５．購入頻度 

  食料品を購入する場合、購入頻度はどのくらいか、食料品の種類ごとに聞いたとこ

ろ、「野菜」、「果実」、「鮮魚」、「精肉」は「週に２回」と回答する人が最も多

く、それぞれ３８．３％、３７．１％、３９．９％、３９．５％となっている。「そう

菜」は「週に１回」と回答する人が多く２２．５％、「冷凍食品」は「月に１回」が多

く２７．５％となっている。 

 「毎日」と回答する人は、減少傾向にあるが、「野菜」だけは１４．１％と１種類だ

け２桁の割合となっている。（図 ５） 

 

 
 

６．利用したい食料品の販売方法 

  自分で出かける買い物以外に、どのような食料品の販売方法を利用したいと思うかに

ついて販売方法ごとに聞いたところ、「利用したい」の項目で回答が最も多かったのは

「産地直送の宅配便」で４７．２％、「利用している」で多かったのは「共同購入」で

２７．１％、「利用するつもりはない」で多かったのは、「訪問販売」で９５．１％と



  

なっている。 
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